
（区分）　国補　・　県単　

⑤これまでの評価状況（平成25年度事前評価）

百万円 25,700 百万円 41,200
※1　平成25年度に事前評価に諮った計画　　※2　国土交通省補助事業に採択された計画

①事業目的及び効果

（２）評価項目［事業を巡る社会経済情勢等の変化］
　（今回の再評価で変更がある場合、変更事項を説明するために必要な内容）
①地域・住民の意向状況

　

②産業・経済情勢 なし
③国等の方針

　
　混雑時走行速度 17.4km/h＜30km/h以下※

　自動車交通量 6,505台/12h＞3，428台/12h以上※　　※評価基準値 ④上位計画・関連事業計画等
□副次目標 ○災害に強い道路の確保

□副次効果 ○主要渋滞ポイントの解消
（通過に5分以上を要する等著しい渋滞が現に発生している交差点の解消もしくは大幅な改善）

②事業概要 ⑤自然環境条件等 なし
計画延長 Ｌ＝5，500ｍ ⑥その他 なし
道路幅員 Ｗ＝７．０（９．５）ｍ　[暫定形（2/4車線）] （３）評価項目［評価時点の費用対効果分析］

③全体計画

百万円 百万円

百万円 百万円
百万円 百万円

事業費 百万円 2,450 百万円 百万円 百万円
百万円 百万円
百万円 百万円
百万円 百万円
百万円 百万円
百万円 百万円

事業費 百万円 1,200 百万円 38,449 百万円 百万円 百万円
※現計画欄は計画値、変更計画欄は前年度までは実績値、当年度以降は計画値を記入。

④特記事項（関連事業概要等） 費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、1.0を超えており、経済効率性は確保されている。
※その他は、救急救命率向上便益、観光客増加便益、CO2排出量削減便益

・新山梨環状道路北部区間　L=2km　(仮称)広瀬IC～(仮称)桜井IC　平成28年度事業化（国土交通省

平成３０年度　公共事業再評価調書

（１）事業の概要

変更計画
H26～H34 － H26～H38

甲府市落合町～笛吹市石和町

１．事業説明シート

事業箇所事業名 道路事業［国道橋りょう改築事業（国補）］

当初計画 ※1
計画期間
計画区間

　新山梨環状道路は、甲府都市圏の中心部に集中する交通を適切に分散・導入し甲府市内
の慢性的な交通渋滞を解消するとともに、周辺地域の拠点施設を有機的に結合し地域連携
を強化する機能を併せ持った道路である。このうち東部区間は、供用済みである南部区間
の西下条ランプから国道20号に至る全長約7kmの区間である。西下条ランプから国道20
号をつなぐ現道は、朝夕を中心に交通が集中し激しい渋滞が発生しており、社会・経済活
動に大きな支障となっている。
　本路線は平成39年に予定されているリニア中央新幹線の開業効果を最大限に発揮する
ための交通ネットワークとして位置づけられており、既に事前評価済みである西下条ラン
プ～（仮称）東油川ランプ間に加え一体的に整備を進めることで交通の分散による渋滞緩
和を図り、リニア新駅と県内各地とのアクセス強化を図る必要がある。

○生活圏中心都市・拠点機能へのアクセス向上

平成30年度

（評価実施年度）
平成31年度以降

□主要目標

平成29年度まで

測量調査設計
用地取得
道路改良工事

測量調査設計
用地取得
道路改良工事

Ｌ＝3，700ｍ Ｌ＝5，500ｍ －

現計画（事業採択時） ※2

総事業費 18,300 百万円

山梨県

18,300
変更計画時点

41,200
H26～H38

「ダイナミックやまなし総合計画」（平成27年12月策定）
「山梨県強靱化計画」（平成２７年12月策定）
「山梨県社会資本整備重点計画-第三次-」（平成27年12月）

　平成２６年度に事業採択された区間は、（仮称）落合西ＩＣ～（仮称）広瀬Ｉ
Ｃの５.５ｋｍ。

事業主体国道140号（新山梨環状道路・東部区間Ⅱ期）地区名

総事業費
工　　期

項　　目 着手時点

　この事業は、甲府都市圏を取り囲む「新山梨環状道路」の東部区間（仮称）東油川ランプから（仮
称）広瀬ランプの区間の整備を行うものであり、既に事業着手している西下条ランプから（仮称）東油
川ランプの区間と一体的に整備を進めることで、甲府都市圏における交通の円滑化と、周辺地域との連
携強化を図るものである。
　本事業の整備により、環状ネットワーク効果の発現とともに交通渋滞の緩和を図ることができること
から、事業の必要性は高いと評価でき、実施が妥当である。
　なお、新山梨環状道路の整備効果の発現を高めるためには、本事業区間も含め、残る未整備区間の整
備が必要であることから、時間管理を徹底し、計画的な執行に努められたい。

　沿線住民より「水害や浸水に対する懸念」や「通学路の防犯上の懸念」、「地
域の分断」などを理由に盛土構造から高架構造への変更を求める要望書・請願書
が提出されている。（平成27年1月、3月）

　　　　　　　　　　　　　C=12,600百万円　　W=7.0(9.5)ｍ

交通事故減少便益

 便益変
更
計
画

工事
内容

1,551 その他※
Ｂ／Ｃ

測量調査設計
用地取得
道路改良工事
橋梁工事

走行時間短縮便益
走行経費減少便益

※算出に当たっては、最新の条件により算出

45,100

経
済
効
率
性

1,300
1.4

・新山梨環状道路東部区間　L=1.6km　西下条ランプ～(仮)落合西IC　平成25年度事業化（県）

15,100
23,360

4,300
3,000

960

測量調査設計
用地取得
道路改良工事
橋梁工事

1.6

測量調査設計
用地取得
橋梁工事

14,200

6,400

33,500
7,700
2,600

（国の費用便益分析マニュアル改定(H30.2)及びH22センサス版OD表による）

400
13,800

現
計
画

工事
内容

590

31,790
H30

31,200
維持管理費

評価基準年

建設費
 費用

H26～H34
H25
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２.評価シート
⑥変更計画の変更内容（事業費）

②進捗率
別表のとおり。

③事業進捗が順調でない理由

（５）評価項目［環境負荷等への配慮］

④今後の事業執行上の問題点 （６）評価項目［コスト縮減の可能性］

（７）評価項目［代替案立案の可能性］

⑤変更計画の進捗予定（期間）

（８）所管部の今後の方針　　　継続 ・ 見直し継続 ・ その他（　　　　　）

（理由）

○別表-進捗率（事業費ベース）　

算出方法：【上段】現計画の計画事業費／総事業費×100　【中段】現計画の実績事業費／総事業費×100　【下段】変更計画の計画事業費／総事業費×100 単位：%

年度 *H26 H27 H28 H29 *H30 H31 H32 H33 H35 H36 H37

計画 0.5 7.5 21.2 34.8 48.2

実績 0.4 0.8 2.9 6.0 10.7

6.7 9.2 14.1 26.7 56.8 73.0 89.2

*事業着手年度又は評価年度

　平成25年度事前評価区間はＬ＝３．７ｋｍであるが、国土交通省との協議
の結果、平成26年度には、平成24年度事前評価区間Ｌ＝３．４ｋｍのうち
残る区間１．８ｋｍを含め広瀬ＩＣまでの区間Ｌ＝５．５ｋｍが事業採択さ
れた。

　沿線住民から高架構造への要望が出されたことから、道路構造の見直しに
ついて、浸水解析により盛土構造がもたらす浸水継続時間や浸水時の流れの
影響を確認するなど検討を行い、計画への地元合意に期間を要した。

　計画への地元合意が概ね得られたことから、事業期間を４年間延長し、平
成３８年度の完成を目指す。

なし

（４）評価項目［事業の進捗状況及び見込み］

①これまでの計画変更等の概要 変更理由変更工種等 事業費増減

道路改良
L=5,500m

15,500 百万円 増

沿線住民から高架構造への要望
が出されたことから、道路構造
の見直しを行い橋梁延長が増加
したため。

現

100.0変更計画

なし

なし

なし

　平成３２年度の完成を目指し進捗している西下条ランプ～(仮称)落合西IC間
の1.6kmに加え、(仮称)落合西IC～(仮称)広瀬IC間の5.5kmにおいて一体的に
整備を進めることで整備効果の発現が図られることから、変更計画に基づく執
行に努め平成３８年度の完成を目指し、リニア開業に間に合わせたい。

40.6

H38H34

合　計 増15,500 百万円

2



３．添付資料シート（１）－１

新山梨環状道路の全体概要

平成24年度事前評価区間

L=3.4km

平成25年度事前評価区間

L=3.7km

平成25年度事業化区間

（H29年度再評価）

L=5.5km

再評価区間

整備中区間
計画区間
供用区間

フルインターチェンジ

ハーフインターチェンジ

東部区間

１

地理院タイルを加工して利用

地理院タイルを加工して利用

L=1.6km

平成26年度事業化区間

（H30年度再評価）

２

凡 例
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３．添付資料シート（１）－２

道路構造の変更

標準横断図
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　添付資料シート（２）－１

①甲府精進湖線（中道橋）渋滞状況 ②国道140号（笛吹川左岸）渋滞状況

③国道140号（白井河原橋）渋滞状況 ④国道１４０号（白井河原橋より）渋滞状況

至 甲府南IC

至 国道20号
至 中道橋

至 白井河原橋
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　添付資料シート（２）－２

⑤国道140号（井戸）渋滞状況 ⑥国道140号（東高橋）渋滞状況

至 国道20号

至 国道20号

⑦国道20号（上阿原）渋滞状況

至 勝沼方面

⑧新環状東部区間Ⅰ期整備状況
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